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「
御
対
面
所
」
は
、
藩
主

が
他
藩
の
使
者
等
に
謁
見

す
る
場
と
し
て
、
森
家
二

代
藩
主
長
継
が
築
い
た
も

の
で
あ
る
。

松
平
家
は
、
別
邸
と
し
て

利
用
し
た
。

描
か
れ
た
年
代
は
、
元
禄

宋
年
か
ら
享
保
期
と
推
定

さ
れ
る
。
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津
山
市
山
北
に
あ
る
「
衆
楽
園
」

が
、
江
戸
時
代
「
御
対
面
所
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り

で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
五
年
（
一

八
七
二
）
か
ら
「
借
楽
園
」
、
同
一

八
年
（
一
八
八
五
）
か
ら
大
正
一
四

年
（
一
九
二
五
）
ま
で
「
津
山
公
園
」

と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
隣
接
し

て
西
側
に
「
西
御
殿
，
一
と
呼
ば
れ
た

広
大
な
建
物
が
、
江
戸
時
代
末
期
に

造
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

記
し
た
書
籍
は
少
な
く
、
僅
か
に
『

津
山
温
知
会
誌
』
第
九
編
（
大
正
六

年
刊
）
に
よ
り
、
広
大
な
敷
地
・
庭

園
６
建
物
等
の
様
子
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

さ
て
、
明
治
一
五
年
八
月
、
山
北

村
よ
り
岡
山
県
に
対
し
、
「
衆
楽
園
」

の
払
下
願
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
長

文
で
は
あ
る
が
、
興
味
深
い
事
柄
が

記
さ
れ
て
い
る
の
で
次
に
記
す
。

借
楽
園
地
御
下
附
願
（
控
）

右
借
楽
園
ノ
儀
ハ
本
村
ノ
中
央
ナ

ル
耕
地
中
ニ
ァ
リ
テ
寛
文
年
中
国

主
森
内
記
殿
ノ
創
造
二
係
り
別
荘

ノ
地
一
一
シ
テ
御
対
面
所
ト
称
ス
ル

者
ハ
森
氏
松
平
氏
共
二
他
藩
主
或

ハ
使
者
に
応
接
ア
ル
ノ
故
を
以
テ

名
ツ
ク
ル
所
二
御
座
候
テ
其
敷
地

衆
楽
園
に
つ
い
て

一
一
取
揚
ラ
レ
タ
ル
高
三
拾
八
石
余

ノ
正
租
ハ
免
除
相
成
候
得
共
小
物

成
ハ
生
地
同
様
支
弁
シ
元
禄
十
年

森
氏
国
除
後
松
平
氏
二
於
テ
モ
依

旧
御
保
存
ノ
処
明
和
中
松
平
越
後

守
殿
ハ
下
情
二
通
セ
ラ
レ
候
方
ニ

テ
貴
重
ナ
ル
田
地
ヲ
潰
シ
広
大
ナ

ル
勝
園
ヲ
設
ケ
置
ク
ハ
上
下
ノ
不

為
卜
毎
々
御
噂
有
之
由
偶
々
御
入

り
裾
。
、

園
ノ
際
先
供
４
章
沿
道
ノ
禾
一
茎

ヲ
何
心
ナ
ク
抜
キ
其
侭
二
過
行
候

ヲ
見
請
ラ
レ
手
親
ラ
植
直
サ
レ
タ

ル
等
ノ
事
モ
御
座
侯
次
第
一
一
テ
其

御
代
ヨ
リ
漸
ク
園
地
御
取
縮
ニ
テ

敷
地
反
別
威
町
壱
反
高
三
拾
石
余

起
返
ト
シ
テ
村
方
へ
差
戻
サ
レ
残

ハ
石
余
存
在
ノ
処
去
ル
明
治
二
年

旧
知
事
家
封
土
奉
還
二
付
右
園
地

津
山
藩
へ
被
引
渡
其
廃
藩
後
北
条

県
へ
引
継
相
成
候
処
同
県
ニ
テ
モ

保
存
方
無
之
故
歎
緑
故
ヲ
以
テ
知

事
家
へ
被
相
戻
彼
是
園
地
手
入
モ

出
来
候
場
合
明
治
五
年
壬
申
衆
庶

借
楽
園
設
置
ノ
御
特
令
ア
リ
テ
遂

二
又
北
条
県
へ
差
出
サ
レ
右
対
面

所
ヲ
以
テ
借
楽
園
二
御
定
二
相
成

難
有
御
趣
意
二
付
縦
覧
人
有
之
上

ハ
仮
令
官
有
地
二
相
成
候
共
遺
憾

無
之
義
二
候
得
共
参
瀞
人
モ
無
之

場
合
津
山
城
取
殿
タ
レ
該
城
山
ハ

郷土Hｇ棄内

借
楽
園
ト
市
街
ノ
中
間
二
時
立
シ

遠
近
ノ
眺
望
モ
宜
シ
キ
ョ
リ
彼
ノ

地
二
瀞
フ
者
ア
ル
モ
借
楽
園
一
一
ハ

来
観
ス
ル
者
ナ
ク
就
テ
北
条
県
治

中
ハ
師
範
学
校
二
相
用
ラ
レ
同
十

二
年
コ
レ
ラ
病
流
行
ノ
節
ハ
避
病

院
ニ
充
ラ
レ
候
程
之
義
二
御
座
候

其
後
四
年
間
ハ
人
跡
相
絶
へ
自
今

一
一
至
テ
ハ
蕊
葬
跡
ヲ
埋
メ
恰
モ
原

野
ノ
状
ヲ
成
シ
居
候
モ
敢
テ
修
理

ヲ
営
候
者
ナ
ク
到
底
保
存
難
相
成

一
一
付
去
明
治
十
一
年
己
来
旧
知
事

家
二
於
テ
再
三
下
戻
願
書
被
差
出

候
処
先
般
中
私
有
ノ
確
証
無
之
テ

ハ
御
詮
議
難
相
成
御
指
令
ノ
趣
承

知
仕
候
勿
論
御
同
家
二
於
テ
地
盤

所
有
無
之
義
ハ
別
紙
免
定
二
御
対

面
所
御
取
揚
地
云
々
及
御
対
面
所

起
返
免
入
地
ト
ア
ル
ノ
ミ
ニ
テ
明

了
仕
候
因
テ
御
同
家
二
於
テ
ハ
前

願
之
義
被
相
止
候
儀
二
御
座
候
然

ル
処
本
村
ノ
儀
ハ
津
山
市
街
士
庶

ノ
宅
地
モ
過
半
元
高
内
ニ
テ
慶
長

己
降
人
民
持
地
高
威
百
拾
石
余
潰

地
二
相
成
毎
歳
右
敷
地
二
対
シ
支

弁
ス
ル
高
懸
米
拾
威
石
余
ニ
テ
村

民
ノ
困
難
ハ
美
作
中
無
比
ト
称
シ

来
候
義
一
一
テ
既
二
御
対
面
所
ノ
内

不
用
地
出
来
候
得
ハ
直
二
村
方
へ

被
差
民
候
先
例
加
之
前
書
高
懸
多

分
償
費
之
処
ヨ
リ
往
年
元
本
村
椿

高
下
北
町
及
小
田
中
村
之
内
城
代

町
南
新
座
等
不
用
之
道
筋
開
墾
之

ロ

グ

Ｌ 上
該
地
税
ヲ
本
村
高
懸
リ
助
力
ト

シ
テ
合
計
米
壱
石
五
斗
九
升
壱
合

被
下
来
候
総
テ
右
困
難
之
義
ハ
旧

藩
主
二
於
テ
モ
深
ク
御
心
慮
被
為

在
候
義
二
御
座
候
該
借
楽
園
ノ
義

モ
最
早
荒
廃
数
年
二
及
上
全
ク
有

名
無
実
ノ
土
地
二
相
成
剰
本
月
五

日
夜
暴
風
ニ
テ
右
園
地
之
小
建
家

二
棟
吹
倒
本
建
家
ハ
六
七
歩
倒
掛

ケ
屋
根
壁
共
大
破
二
相
成
樹
木
モ

風
折
出
来
迎
テ
モ
修
理
ヲ
営
保
存

之
目
的
無
御
座
候
間
秀
先
前
ノ
由

緒
ヲ
以
テ
何
卒
村
方
へ
御
下
附
被

成
下
候
様
仕
度
勿
論
旧
知
事
家
二

於
テ
モ
年
久
敷
監
守
人
数
名
ヲ
置

保
存
被
致
候
廉
ヲ
以
テ
御
下
附
被

相
願
候
段
者
村
方
二
於
テ
モ
難
止

義
卜
奉
存
候
間
願
之
通
御
下
戻
被

成
下
候
上
ハ
旧
情
誼
ヲ
以
テ
相
当

之
分
配
可
致
存
念
二
御
座
候
依
之

右
園
地
元
民
有
ノ
確
証
及
園
地
井

近
傍
景
況
見
取
図
且
潰
地
高
懸
弁

納
米
概
算
書
共
相
添
差
上
候
間
篤

ト
御
取
調
之
上
地
所
御
下
附
被
成

下
度
此
段
奉
懇
願
侯
也

岡
山
県
下
美
作
国
西
北
条
郡

山
北
村
人
民
惣
代

明
治
十
五
年
八
月
十
九
日

：
平
尾
恒
助

同
玉
置
茂
七

同
大
谷
為
吉

岡
山
県
令
高
崎
五
六
殿
御
代
理

岡
山
県
少
書
記
亘
局
津
嘩
殿

（
『
津
山
松
平
藩
文
書
』
）

「
御
対
面
所
」
の
築
造
に
つ
い
て

は
、
従
来
明
暦
年
間
（
一
六
五
五
～

一
六
五
七
）
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が

松
平
家
・
山
北
村
よ
り
の
払
下
願
に

は
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
一
六
七

二
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
数
少
な
い

森
家
関
係
資
料
の
う
ち
『
森
家
先
代

実
録
」
に
は
築
造
に
関
す
る
記
録
が

見
当
ら
な
い
。
岡
山
大
学
所
蔵
の
『

武
家
間
伝
記
』
に
よ
る
と

寛
文
九
酉
年
三
月
北
御
屋
敷
御
普

請と
あ
る
が
「
御
対
面
所
」
と
断
定

で
き
な
い
。
今
後
の
調
査
に
よ
る
。

「
御
対
面
所
」
の
規
模
に
つ
い
て

規
模
・
建
物
・
景
観
等
を
よ
く
知

り
得
る
図
面
が
、
郷
土
館
に
二
枚
あ

る
。
一
枚
は
縦
二
四
二
、
横
二
一
三

・
五
牝
し
好
と
大
き
い
も
の
で
あ
る
。

東
西
一
四
二
間
（
約
二
五
五
・
六
肘

）
、
南
北
一
六
二
間
（
約
二
九
一
・

六
燭
）
、
二
三
、
五
○
四
坪
（
約

七
七
、
五
六
三
・
二
平
方
財
）
と

い
う
広
大
な
敷
地
で
あ
っ
た
。
周
囲

に
大
溝
、
こ
れ
を
挟
ん
で
外
土
手
・

内
土
手
薮
（
南
側
の
内
土
手
に
は
薮

が
な
い
）
を
巡
ら
し
て
お
ｑ
敷
地

の
中
央
東
約
半
分
に
廻
遊
式
庭
園
と

建
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
（
以
下
こ

の
絵
図
面
を
「
第
一
図
」
と
す
る
。
）
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第
一
図
の
作
製
年
代
は
不
明
で
あ

る
が
、
「
拾
五
年
御
番
所
」
と
記
し

た
小
建
物
が
あ
る
。
こ
れ
を
元
禄
一

五
年
（
一
七
○
二
）
あ
る
い
は
、
享

保
一
五
年
（
一
七
三
○
）
に
建
て
た

も
の
と
推
定
す
る
と
、
建
物
の
大
改

築
が
行
わ
れ
た
享
保
一
九
年
ま
で
の

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
絵
図
が
森
家
二
代
藩
主
長
継
に
よ

っ
て
築
か
れ
た
「
御
対
面
所
」
の
全

容
を
ほ
ぼ
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
一
図
の
西
半
分
に
は
全
く
何
も

Ｉ

１
１
１
，

『

御対面所主要建物（部分）改築前

裾
ﾓ.
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守

記
さ
れ
て
お
員
式
当
時
ど
の
よ
う

に
利
用
さ
れ
て
い
た
か
不
明
で
あ
る
。

明
和
七
年
（
一
七
七
○
）
松
平
藩

主
康
哉
は
園
地
を
縮
少
し
、
二
ヶ
所

が
田
地
化
さ
れ
た
。
前
記
山
北
村
よ

り
の
払
下
願
に
よ
る
と
反
別
二
町
一

反
と
あ
る
。
第
一
図
の
総
反
別
は
七

町
八
段
三
畝
一
四
歩
で
あ
っ
た
。
天

保
二
年
（
一
八
三
一
）
八
月
の
「
御

対
面
所
絵
図
」
（
以
下
「
第
二
図
」

と
す
る
）
に
よ
る
と
、
北
側
の
東
西

七
六
・
五
間
、
南
側
の
東
西
五
五
・

稚；
げウ

綴

p

詮

▲

Ｉ零

４忌

一

;，

１
．｣

牡
牽

’
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』司
画
． 》

４
肥 擬毘

醐
舞

Ｂ２ｆ

協
芳
§
１
１
１
１

ー

五
間
、
南
北
一
六
二
間
で
、
第
一
・
図

の
空
白
地
を
除
い
た
も
の
と
ほ
ぼ
同

じ
広
さ
と
な
っ
て
い
る
。

庭
園
に
つ
い
て

全
体
の
景
観
は
、
若
干
の
変
化
が

み
ら
れ
る
。
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）

堀
の
普
請
が
行
わ
れ
た
。
第
一
図
で

は
、
堀
中
央
部
に
地
続
き
が
大
き
く

突
出
し
て
い
る
が
、
第
二
図
で
は
、

突
出
部
が
縮
少
し
、
中
央
に
島
が
で

き
て
い
る
。
現
在
北
東
の
隅
は
樹
木

）
４
排１

４

年御対面所絵図「第２図_Ｉ

一

を二
～

果３

一一一

(部分）

が
生
茂
っ
て
い
る
が
、
も
と
は
第
一

・
二
図
共
に
矢
場
で
あ
っ
た
。
明
治

三
年
（
一
八
七
○
）
こ
の
地
で
「
曲

水
の
宴
」
が
催
さ
れ
る
に
際
し
て
、

植
樹
と
北
側
中
央
か
ら
の
蛇
行
し
た

水
路
が
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

天１

建
物
類
に
つ
い
て

第
一
図
に
描
か
れ
て
い
る
主
建
物

は
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
八

畳
の
玄
関
か
ら
一
二
・
二
四
畳
の
二

間
を
入
る
と
庭
園
に
面
し
た
主
座
敷

と
な
っ
て
い
る
。
御
座
の
間
（
一
八

畳
）
・
御
次
の
間
（
一
八
畳
）
・
舞

台
（
二
七
畳
）
と
そ
の
他
大
小
様
々

の
部
屋
が
あ
っ
た
。
享
保
一
九
年
の

大
改
築
に
よ
り
七
～
八
割
余
の
部
屋

が
取
り
払
わ
れ
第
二
図
の
よ
う
に
主

座
敷
と
、
そ
れ
に
小
部
屋
が
附
属
し

て
残
り
、
跡
地
は
畑
地
と
な
っ
て
い

る
。
尚
、
第
一
図
南
端
の
「
御
納
戸
‐

が
現
在
の
「
余
芳
閣
」
の
も
と
で
、

当
初
よ
り
二
階
造
り
で
あ
っ
た
。
時

宮
回
冊
・
蜘
一
“
矛
”
■
Ｏ
ｒ
グ
印
画
、
■
９

．
Ｏ
Ｘ
Ｑ
Ｔ
ｐ
ひ
Ｐ
．
。
勺
一
Ｄ
Ｆ
１
Ｉ
訳
Ｉ
●
”
１
１
▲

小
一
色
『
■
ロ
『
ａ
０
Ｂ

０
９
６
Ｊ
■

詞
竺
》
隼
蝶
》
心
評
呼
．
・
・
坐
馴
風
（
“

●
》

一
報
準
郵
や
順
韮
誕
》
琴
副
．
“
謎
詞
岬
湖
樋
雫
吾
剖
．
一
●
押
一
酋

一
扉
‐
隅
い
“
蝿
骨
思
《
一
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折
こ
の
部
屋
で
酒
宴
が
催
さ
れ
て
い

る
。

「
余
芳
閣
」
と
い
う
名
称
は
、
藩

政
期
か
ら
明
治
一
八
年
頃
ま
で
全
く

使
わ
れ
て
い
な
い
。
後
年
つ
け
ら
れ

た
名
称
で
あ
る
。
廃
藩
後
「
御
対
面

所
」
が
「
借
楽
園
」
と
改
称
さ
れ
、

管
理
が
北
条
県
か
ら
岡
山
県
に
移
っ

た
時
、
「
余
芳
閣
」
と
そ
れ
に
つ
な

が
る
建
物
が
師
範
学
校
に
使
わ
れ
た
。

更
に
、
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）

コ
レ
ラ
病
の
避
病
院
に
利
用
さ
れ
、

同
一
五
年
に
は
大
風
に
よ
り
大
き
な

損
害
を
受
け
た
。
岡
山
県
に
は
全
く

一
修
繕
意
欲
は
な
く
、
前
記
山
北
村
か

ら
の
払
下
願
が
、
そ
の
状
況
を
よ
く

物
語
っ
て
い
る
。
同
一
八
年
松
平
家

の
寄
附
に
よ
り
、
よ
う
や
く
改
築
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
後
述
す
る
。

次
に
、
「
清
涼
軒
」
「
風
月
軒
」

と
称
す
る
建
物
も
明
治
一
五
年
に
全

御対面所主要建物（天保２年）

郷 土館案内④
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西御殿（部分）文久３年

凸昌ロ胃瑠睡暮

壊
、
同
一
八
年
の
改
築
で
、
名
称
も

後
年
名
付
け
ら
れ
た
。

「
中
嶋
山
」
の
小
建
物
は
、
東
西

二
間
・
南
北
三
間
で
、
御
座
の
間
（

四
畳
）
・
御
次
の
間
（
八
畳
）
の
二

間
に
北
・
東
側
に
半
間
の
ぬ
れ
縁
が

あ
る
。
も
う
一
棟
は
、
東
側
の
内
土

手
薮
際
の
南
北
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し

て
お
り
、
東
西
二
間
・
南
北
二
間
半

で
「
在
郷
御
茶
屋
」
と
第
一
図
に
記

さ
れ
て
い
る
。
第
二
図
で
は
、
「
在

郷
茶
屋
（
六
畳
）
」
に
隣
接
し
て
御

次
の
間
（
七
畳
半
と
土
間
）
が
記
さ

れ
て
い
る
。
江
戸
末
期
に
は
「
田
舎

茶
屋
」
と
称
さ
れ
、
酒
宴
の
場
に
も

使
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
で
は
、
矢
場
に
附
属
の
建

物
・
厩
・
番
所
な
ど
も
第
一
図
に
見

え
る
が
略
す
。

「
御
畢
型
旦
肋
」
の
利
用
に
つ
い
て

本
来
は
他
藩
の
使
者
に
対
す
る
謁

見
の
場
で
あ
っ
た
ろ
う
。
松
平
氏
は

入
封
ま
も
な
い
時
期
に
は
時
折
こ
こ

で
面
謁
し
て
い
る
が
、
全
般
的
に
は

「
別
邸
」
と
し
て
私
的
に
利
用
し
て

お
り
、
他
藩
の
使
者
へ
の
面
謁
は
も

っ
ぱ
ら
城
内
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
「
御
対
面
所
に
御
出
」
は

歴
代
藩
主
と
も
に
枚
挙
に
遅
な
く
《

利
用
方
法
も
大
同
少
異
で
多
方
面
に

お
よ
ん
で
い
る
。
武
芸
の
上
覧
・
狩

猟
・
酒
宴
が
最
も
多
く
、
時
折
大
神

楽
・
角
力
も
催
さ
れ
、
こ
の
折
に
は

藩
士
や
町
人
の
見
学
も
許
さ
れ
て
い

る
。
宝
永
期
（
一
七
○
四
～
一
七
一

○
）
に
は
、
た
び
た
び
能
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
建
物
が
縮
少
後
は
全
く

行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
天
保
七
年
（

一
八
三
六
）
七
月
二
四
日
・

御
対
面
所
於
御
庭
籾
山
村
之
者
盆

踊
被
仰
付
右
村
之
者
五
拾
人
余
罷

出
踊
御
覧
被
遊
（
以
下
略
）

と
あ
り
、
こ
れ
は
珍
ら
し
い
例
で

あ
る
。
ま
た
、
明
治
三
年
の
「
曲
水

の
宴
」
は
、
こ
の
様
子
が
『
衆
楽
雅

藻
』
と
し
て
蔵
版
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

御
対
面
所
」
が
津
山
藩
へ
引
渡
さ
れ
、

そ
の
後
北
条
県
か
ら
岡
山
県
へ
と
引

継
が
れ
た
こ
と
は
、
前
述
し
て
お
り
、

ま
た
、
山
北
村
か
ら
の
払
下
願
に
よ

り
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
明
治
二
年
の
暮
、
短
期
間

で
は
あ
る
が
こ
の
地
が
「
北
園
」
と

呼
ば
れ
、
「
衆
楽
園
」
と
称
さ
れ
る

の
は
翌
三
年
か
ら
で
『
御
家
務
日
記
』

正
月
七
日
に

御
染
筆
御
用
二
付
（
中
略
）
北
園

江
左
之
文
字
御
額
面
御
出
来
可
相

成
御
口
之
事

衆
楽
園

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
額
が
出

来
上
が
っ
た
の
は
同
年
三
月
二
一
日

で
あ
っ
た
。

次
に
、
払
下
問
題
に
つ
い
て
み
る

と
、
同
二
年
か
ら
起
き
て
お
り
『

松
平
家
津
山
家
務
所
日
記
』
六
月
二

七
日
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

借
楽
園
御
下
渡
し
願

保
存
運
動
に
つ
い
て

明
治
二
年
藩
籍
奉
還
に
よ
り
、
「

「
西
御
殿
」
に
つ
い
て

七
代
藩
主
害
孝
は
、
天
保
二
年
（

一
八
三
一
）
家
督
を
養
子
脊
民
に
譲

っ
た
。
翌
年
「
御
対
面
所
」
の
西
に

隣
接
し
て
御
殿
を
新
築
、
一
○
月
五

日
に
入
居
し
た
。
同
月
六
日
付
『
小

納
戸
日
記
』
に

当
御
殿
以
来
西
御
殿
与
可
奉
唱
候

段
被
仰
出

と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
は
元
来
「
御
対
面
所
」
で

あ
っ
た
も
の
が
、
前
記
の
と
お
り
明

和
七
年
山
北
村
農
民
に
払
下
げ
ら
れ

た
場
所
を
、
再
び
藩
が
買
い
あ
げ
た

も
の
で
あ
る
。
天
保
四
年
の
『
西
御

殿
絵
図
』
に
よ
る
と
総
坪
数
二
三
八

四
坪
、
内
三
八
六
坪
が
建
物
で
あ
り
、

こ
こ
か
ら
凡
そ
五
五
俵
半
の
米
が
収

渡
さ
れ
て
い
た
。

同
九
年
脊
孝
死
後
は
、
松
尾
家
に

よ
り
管
理
さ
れ
て
お
り
、
文
久
三
年

（
一
八
六
三
）
か
ら
明
治
三
年
（
一

八
七
○
）
ま
で
脅
民
の
隠
居
場
と
し

て
利
用
、
同
年
暮
に
再
び
山
北
村
に

払
下
げ
ら
れ
、
同
九
年
ご
ろ
に
は
全

く
田
地
化
し
た
。

、
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今
般
美
作
国
西
北
条
郡
山
北
村
二

有
之
借
楽
園
ヲ
被
廃
元
城
郭
地
一
一

御
転
換
相
成
候
哉
二
伝
承
候
右
園

地
之
儀
ハ
元
私
儀
所
有
地
之
処
壬

申
中
借
楽
園
御
設
二
付
可
差
出
之

旨
御
沙
汰
二
依
テ
庶
務
課
へ
引
渡

（
中
略
）
然
ル
処
此
度
御
不
用
相

成
候
ハ
蕊
何
卒
前
書
情
実
之
儀
御

汲
取
御
下
渡
被
成
下
度
此
段
奉
願

候
也

松
平
家
か
ら
、
旧
藩
士
平
井
真
澄

を
代
理
と
し
て
、
岡
山
県
令
宛
に
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
松

平
家
で
は
、
も
と
も
と
私
有
地
で
あ

っ
た
場
所
を
「
衆
庶
借
楽
」
の
地
と

し
て
利
用
す
る
旨
に
よ
り
県
に
差
出

し
た
も
の
で
、
不
用
と
な
れ
ば
当
然

返
却
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
以
後
、
度
々
こ
の
種
の

払
下
願
が
出
さ
れ
た
。
明
治
一
五
年

三
月
八
日
同
日
記
に
は
、

明
治
十
一
年
｛
合
口
以
後
再
三
之
出

願
（
中
略
）
示
来
何
等
ノ
御
指
令

モ
無
御
座
失
望
今
日
一
一
至
り
候
得

共
琶
謹
荒
蕪
卜
成
り
果
無
詮
事
一
一

付
（
以
下
略
）

と
あ
る
よ
う
に
、
県
か
ら
の
回
答

が
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
同
年
六

月
一
○
日
「
書
面
願
之
趣
私
有
ノ
確

証
無
之
上
ハ
難
及
詮
議
」
と
の
回
答

を
得
た
。
こ
の
た
め
、
以
後
の
払
下

願
で
は
私
有
権
に
触
れ
て
い
な
い
。

県
の
回
答
後
松
平
家
で
は
、
再
度

り
で
あ
る
。

同
一
六
年
に
は
、
払
下
げ
ら
れ
、

田
地
化
し
た
場
合
、
そ
の
収
益
を
折

半
す
る
旨
の
協
議
が
松
平
家
と
山
北

村
で
さ
れ
て
い
る
が
、
園
地
を
開
墾

し
樹
木
泉
石
を
砿
壊
し
て
み
て
も
収

益
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
り
「
衆
庶

借
楽
」
の
公
園
た
る
こ
と
を
最
も
希

望
し
て
お
り
、
こ
れ
が
県
に
受
入
ら

同
日
付
の
「
美
作
国
西
北
条
郡
借
楽

園
低
債
御
払
下
ケ
願
」
を
提
出
、
こ

の
中
で
「
全
く
一
己
二
私
益
ヲ
占
ム

ル
心
底
」
は
も
と
よ
り
な
く
、
ま
た
、

岡
山
公
園
が
低
価
で
池
田
家
に
払
下

げ
ら
れ
た
例
を
上
げ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
願
い
は
、
津
山
在
住
の
旧
藩

士
た
ち
か
ら
も
岡
山
県
に
提
出
さ
れ
、

ま
た
、
山
北
村
か
ら
は
前
記
の
と
お
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之

窪
一
風
認

■
一

仮
避
病
院
に
使
用
し
た
建
物
を
取

払
い
、
相
応
の
建
物
を
新
築

園
内
入
口
二
ヶ
所
に
土
手
を
新
築

池
土
手
修
繕

に
充
て
ら
れ
た
。
ま
た
別
に
、
毎

年
米
二
○
俵
を
寄
附
し
、
年
々
の
手

入
・
保
存
を
す
る
こ
と
、
日
常
の
管

理
は
有
志
の
内
よ
り
撰
ぶ
こ
と
と
し

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
藩
政
期
ま

た
は
明
治
初
期
の
状
景
に
復
元
さ
れ

た
こ
と
は
想
像
で
き
る
。
同
一
八
年

か
ら
名
称
が
「
津
山
公
園
」
と
改
称

さ
れ
た
。

大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
四
月
、

同
公
園
が
岡
山
県
よ
り
津
山
町
に
移

管
さ
れ
た
。
こ
の
折
、
津
山
町
と
松

平
家
で
は
次
の
と
お
り
協
議
し
て
い

る
。

明
治
一
八
年
来
の
寄
附
米
を
中
止

替
り
と
し
て
公
園
附
近
の
土
地
五

段
一
畝
二
一
歩
を
寄
附

廃
園
ま
た
は
、
売
却
譲
渡
の
場
合

は
、
松
平
家
に
無
償
で
寄
附
し
た

土
地
を
返
却
の
事

津
山
町
に
移
管
さ
れ
た
公
園
は
、

旧
名
の
「
衆
楽
園
」
と
改
称
さ
れ
た
。

今
日
「
余
芳
閣
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
建
物
は
、
昭
和
五
一
年
に
第
一
図

に
も
と
づ
き
改
築
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
「
せ
っ
か
く
の
名
園
が
…
…
」

と
人
々
に
惜
し
ま
れ
な
い
こ
と
を
祈

念
し
て
掴
筆
す
る
。

（
神
尾
害
）

戸

』
酔
一
一

息
・
嶺
婆
一
一

唖
』

E豆詩頃畢
二

》
尋
含
●
》
Ｆ
一
戸

れ
た
の
が
翌
一
七
年
で
あ
っ
た
。
尤

も
、
払
下
げ
ら
れ
た
も
の
で
な
く
、

整
備
保
存
管
理
費
の
寄
附
を
県
の
担

当
者
か
ら
暗
に
示
唆
さ
れ
、
松
平
家

が
了
承
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。

同
年
二
月
二
二
日
付
『
津
山
御
家

務
日
記
』
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

園
地
御
保
存
寄
附
願

美
作
国
西
北
条
郡
山
北
村
字
衆
楽

１分
園
之
儀
ハ
数
百
年
来
当
国
中
無
比

部
之
名
園
ニ
シ
テ
衆
庶
借
楽
之
地
夕

く》
無
繊
信
懸
蹴
蝦
が
嫌

の
泉
石
破
壊
致
候
儀
ハ
翼
々
愛
惜
遺

園
憾
之
至
二
付
漸
次
修
繕
相
成
年
来

楽
之
状
景
ヲ
換
回
シ
永
ク
保
存
公
衆

衆
之
借
楽
地
二
復
シ
度
至
情
二
御
座

候
依
之
別
紙
米
金
仕
訳
書
之
通
寄

附
致
候
条
何
卒
御
保
存
相
成
度
此

段
図
面
相
添
奉
願
候
也

東
京
府
華
族

松
平
康
民
代
理

美
作
国
西
北
条
郡
田
町

平
井
真
澄
印

明
治
一
七
年
二
月
廿
二
日

岡
山
嬬
令
高
崎
五
六
殿
代
理

岡
山
厩
少
書
記
官
高
津
陣
殿

保
存
・
修
繕
等
の
た
め
の
寄
附
金

は
二
百
円
で
、
こ
の
内
一
八
七
円
五

○
銭
が
、

土
橋
五
ヶ
所
の
取
替

庭
園
の
掃
除
・
樹
木
摘
込

茶
屋
二
ケ
所
を
元
の
場
所
に
建
替

｛
一

鐸
銚
鯉

＝

Ｐ



津

ター可一一一一一画－

，』、、』応亜1唾日ｆｍｍ』唾BjIU弓mJIUgg』、ごﾛ』ｍｑＢＪ唖皿IU四JIU画JR、｣nｍ』I唾Q』唾Qjn3ごgjIBごg』収g』侭四J紺ごE』15己gj旧邑9』睡鼠JIB己9jI5EnjI氏幽睡劃匝創IU函』IUQ塑応型､、』ｍｎｌＩ唾SJm国､』m9IIUごpIIU､ｐｊ奴p』IU函』IUmJ応§9』nｍｊｍｍ

山

の
長
い
頚
部
に
タ
テ
方
向
に
板
小
口

で
か
き
な
で
、
へ
ラ
先
で
ラ
セ
ン
状

に
沈
線
を
め
ぐ
ら
す
と
い
う
県
南
を

中
心
に
一
大
土
器
分
布
圏
を
形
づ
く

る
上
東
式
土
器
の
先
駆
的
特
徴
を
示

し
て
お
り
、
三
に
あ
げ
た
岡
山
市
百

間
川
遺
跡
出
土
の
長
頚
壷
と
形
態
、

整
形
上
も
酷
似
し
、
こ
れ
が
備
前
地

域
を
中
心
と
す
る
土
器
伝
統
の
中
で

製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ま

一一
－コ

↑

》
・
・
》

､

遺
跡
の
発
掘
調
査

報
告
書
を
読
ん
だ
人

に
、
土
器
の
図
ば
か

り
が
並
ん
で
結
局
何

が
問
題
な
の
か
分
か

ら
な
い
と
よ
く
言
わ

れ
る
。
も
っ
と
も
な

こ
と
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
に
は
そ
れ
だ
け

の
理
由
も
あ
る
。

土
器
出
現
以
降
の

遺
跡
を
発
掘
調
査
し

て
、
ふ
つ
う
最
も
普

遍
的
に
発
見
さ
れ
る

遺
物
は
土
器
片
で
あ

る
。

一
か
け
ら
の
土

土
器
か
ら
器

は
、
可
塑
的
素
材
で

あ
る
粘
土
を
ひ
ね
り

出
し
て
製
作
す
る
も

の
で
あ
る
た
め
、
微

細
な
変
化
を
よ
く
表

出
す
る
。
遺
跡
出
土

の
土
器
を
丹
念
に
観

察
す
る
と
一
連
の
変

化
が
み
ら
れ
、
そ
こ

に
は
変
化
原
理
が
存

・
在
す
る
よ
う
に
み
え

弥
生
土
器
余
話

る
。
同
類
を
一
く
く
り
に
並
び
た
て

る
と
、
一
連
の
変
遷
過
程
が
推
測
さ

れ
、
そ
れ
が
時
間
の
推
移
を
示
す
と

考
え
ら
れ
る
場
合
も
多
い
。

出
土
層
序
の
検
討
、
同
時
使
用
・

廃
棄
を
考
え
さ
せ
る
一
括
出
土
品
相

互
の
検
討
に
よ
っ
て
、
そ
の
仮
説
は

客
観
的
裏
付
け
が
得
ら
れ
、
土
器
編

年
体
系
が
確
立
さ
れ
て
ゆ
く
。

こ
う
い
っ
た
方
法
を
型
式
学
と
い

い
、
日
本
の
縄
文
土
器
や
弥
生
土
器

の
編
年
体
系
は
、
世
界
に
類
を
み
な

い
ほ
ど
精
致
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
土
器
編
年
を
、
年
代
記
述
の

な
い
遺
跡
に
は
め
こ
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
遺
跡
に
は
時
間
的
秩
序
が
与
え

ら
れ
学
術
資
料
の
基
礎
と
な
る
。

点
か
ら
近
年
の
行
政
調
査
と
い

線
へ
う
無
差
別
発
掘
は
、
お

び
た
だ
し
い
数
の
資
料
を
輩
出
し
、

資
料
の
濫
乱
と
い
う
か
つ
て
な
か
っ

た
混
乱
の
状
況
に
考
古
学
を
お
と
し

め
て
い
る
が
、
反
面
多
方
面
の
土
器

資
料
が
並
び
い
で
て
、
従
来
の
時
間

と
い
う
タ
テ
軸
の
土
器
観
は
そ
れ
を

基
礎
と
し
て
広
が
り
と
い
う
ヨ
コ
軸

の
そ
れ
に
押
し
広
が
り
つ
つ
あ
る
よ

う
に
み
え
る
。

「
特
殊
器
台
型
土
器
」
の
分
布
と

「
吉
備
」
の
原
像
把
握
と
い
っ
た
議

論
は
、
土
器
論
の
本
質
に
せ
ま
る
有

力
仮
説
の
代
表
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
土
器
の
も
つ
こ
う
い

っ
た
諸
特
性
を
生
か
し
揺
篭
期
の
津

山
の
人
々
が
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化

す
る
社
会
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
っ
た
の
か
を
、
弥
生
後
期
土
器
の

あ
り
方
か
ら
さ
ぐ
っ
て
み
た
い
。

挿
図
土
器
の
所
属
時
期

図
一
後
Ｉ
期
後
期
初
頭

図
二
、
三
後
Ⅱ
期
後
期
前
葉

図
四
後
Ⅳ
期
後
期
後
葉

Ｉ
～
Ⅳ
は
、
大
田
十

二
社
遺
跡
土
器
編
年

後
期
五
区
分
に
従
う
。

「
ク
ビ
」
図
一
’
一
は
、
沼
Ｅ
遺

の
差
跡
第
一
次
調
査
一
号
住

居
並
出
土
の
長
頚
壷
。
二
は
、
大
田

十
二
社
遺
跡
（
現
北
陵
中
学
校
）
袋

状
貯
蔵
穴
Ｐ
Ｅ
七
号
出
土
の
長
頚
壷

で
あ
る
。
両
遺
跡
は
、
三
○
○
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
距
離
に
位
置
し
、
日
常

生
活
の
上
で
は
非
常
に
緊
密
な
関
係

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ほ
ぼ

同
時
期
の
土
器
群
に
は
そ
れ
ぞ
れ
大

き
な
特
色
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
二
点
は
、
そ
の
相
違
を
端
的
に

表
わ
し
て
い
る
。

一
の
壷
は
、
肥
厚
し
た
口
縁
部
に

三
条
の
凹
線
文
を
巡
ら
し
、
土
管
状

露
地

雷

ち
が
い
な
い
。

一
方
二
は
、
長
頚
壷
と
い
う
点
で

一
に
対
応
す
る
土
器
で
は
あ
る
が
、

一
と
は
形
態
・
整
形
上
大
い
に
異
る

伝
統
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
直
接

の
出
自
推
定
は
類
例
が
な
く
現
状
で

は
困
難
で
あ
る
が
、
究
極
は
畿
内
の

長
頚
壷
の
系
譜
に
連
な
る
可
能
性
も

あ
る
。
両
者
に
示
さ
れ
る
土
器
群
の

相
異
は
、
即
伝
統
の
相
異
と
い
え
る
。

（

図１１１．沼Ｅ遺跡第１次調査１号住居杜出土、未公表資料

２．大田十二社遺跡袋状貯蔵穴ＰＥ７出土

荷解上の混乱により当時出土進構を確定できず、報

告書には図示していない。

3.4．岡山市百間川遺跡出土

震
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製
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わ
め
て
近
い
関

係
の
も
の
が
製

作
し
た
と
い
う

印
象
を
い
だ
か

せ
る
。
し
か
し

五
の
口
縁
部
の

特
徴
は
山
陰
地

方
の
九
重
式
土
山

器
の
特
色
を
示

し
、
二
重
口
縁
津

を
呈
す
る
直
立

し
た
口
縁
部
外

面
に
櫛
状
工
具

に
よ
る
平
行
沈

線
文
を
め
ぐ
ら

し
て
い
る
。

五
の
土
器
は
、

焼
け
跡
の
図
二
’
五
、
六
は
、
図
三
１
八
も
京
免
遺
跡
一
九
九
号

中
か
ら
沼
の
京
免
遺
跡
一
九
住
居
杜
出
土
の
一
括
遺
物
で
、
壷
に

九
号
住
居
杜
出
土
の
壷
二
点
で
、
火
並
ぶ
喪
も
同
様
な
傾
向
を
示
す
と
い

災
住
居
の
床
面
に
残
さ
れ
た
一
括
資
う
例
に
呈
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
も

料
○
確
実
に
一
家
族
所
有
の
土
器
で
つ
と
も
こ
れ
は
山
陰
地
方
（
特
に
倉

あ
る

吉
方
面
）
か
ら
の
搬
入
品
の
可
能
性

口
縁
部
を
除
く
両
者
の
形
態
・
整
の
強
い
も
の
で
あ
る
が
、
全
形
が
復

形
上
の
特
徴
は
ほ
ぼ
同
一
の
土
器
伝
元
で
き
る
適
当
な
も
の
は
今
の
と
こ

統
の
内
で
理
解
で
き
る
も
の
で
、
き
る
こ
れ
一
点
し
か
な
い
た
め
に
代
表

明
瞭
で
あ
る
。
た
だ
こ

の
種
の
謹
形
土
器
の
内

面
の
仕
上
げ
は
、
畿
内

・
播
磨
の
も
の
は
こ
の

時
期
ま
で
は
ナ
デ
及
び

刷
毛
仕
上
げ
が
一
般
で

あ
る
が
、
一
一
は
美
作

の
土
器
に
よ
く
み
ら
れ

る
荒
い
へ
ラ
削
り
の
ま
山

ま
仕
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

在
地
で
作
ら
れ
た
外
来
津

系
土
器
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
さ
ら
に

そ
の
こ
と
を
明
瞭
に
示

す
の
は
一
二
の
土
器
で
、

こ
れ
は
Ｐ
津
山
市
綾
部

穴
田
遺
跡
出
土
と
伝
え
’

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（
実
物
は
上
半
部
し
か

見
あ
た
ら
ず
下
半
は
搬
取

入
品
と
み
ら
れ
る
が
大

田
十
二
社
遺
跡
Ｐ
Ｅ
五
鳥

五
出
土
の
も
の
で
補
な

っ
た
半
分
想
像
図
で
あ

る
。
）
一
七
の
土
器
と

うで と上し統二
。きみがたがつ』
るるつ結分の’

蕊輔裂圭ｉ
ろがの来合伝}

鳥取

匡二三二三Ｊ

図２５．６．沼京免巡

７．鳥取県東促

の
用
具
で
タ
タ
キ
し
め
た
痕
跡
を
そ

の
ま
ま
と
ど
め
る
畿
内
第
五
様
式
に

発
す
る
翌
形
土
器
の
諸
特
徴
を
も
っ

て
い
る
。
一
三
、
一
四
は
、
大
阪
府

の
若
江
北
遺
跡
出
土
品
、
一
五
、
一

六
は
兵
庫
県
姫
路
市
の
長
越
遺
跡
出

土
の
も
の
で
、
一
一
は
一
三
↓
一
五

↓
こ
の
系
統
に
つ
ら
な
る
こ
と
は

．
．
０

８
９
１

図３

５

一

沼京免遺跡199号住居社出土

鳥取県東伯町三保遺跡出土

さ
せ
た
。
こ
の
種
の
翌
破
片
は
、
大

田
十
二
社
遺
跡
や
京
免
遺
跡
で
多
量

に
発
見
さ
れ
て
お
り
、
確
実
に
在
地

生
産
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
も
の
が
多

く
、
復
元
形
も
八
に
似
た
器
形
の
も

の
が
大
多
数
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

九
は
鳥
取
県
東
伯
町
三
保
遺
跡
出
土

の
土
器
で
、
こ
れ
と
の
比
較
を
す
れ

ば
八
に
代
表
さ
れ
る
土
器
が
山
陰
的

な
土
器
伝
統
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
っ
て

製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。一

○
は
、
こ
の
期
の
「
在
地
的
遜
」

で
、
後
Ｉ
期
の
土
器
と
あ
ま
り
大
き

な
変
化
が
な
い
た
め
古
く
み
ら
れ
八

と
九
は
全
く
時
期
の
か
け
は
な
れ
た

も
の
と
み
な
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。

両
者
の
統
合
形
態
は
ま
だ
明
ら
か
と

な
っ
て
い
な
い
が
、
共
時
発
見
さ
れ

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
共
存
し
て
使
用

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
こ
で
誤
解
を
受
け
な
い
た
め
に

一
言
す
る
な
ら
ば
、
九
は
こ
の
種
の

喪
と
し
て
は
や
や
新
ら
し
い
部
類
に

入
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
両

者
は
、
大
田
十
二
社
適
跡
２
式
期
と

い
う
土
器
形
式
上
の
時
期
区
分
内
に

お
け
る
二
局
面
を
構
成
す
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

光
は
東
図
四
－
一
一
は
、
大
田

方
よ
り
十
二
社
遺
跡
袋
状
貯
蔵

穴
Ｐ
Ｅ
五
五
出
土
の
喪
形
土
器
。
胴

外
面
を
キ
ザ
ミ
を
入
れ
た
羽
子
板
状

９

沼京免遺跡199号住居杜出土

鳥取県東伯町三保遺跡出土

久米町米家山遺跡群落山遺跡出土

皇rW盲

一 見
く
ら
べ
て
み
る
と
よ
く
わ
か
る
こ

と
で
あ
る
が
、
一
七
は
在
地
土
器
と

い
え
る
器
形
で
、
そ
の
口
縁
部
が
異

質
の
手
法
に
よ
る
タ
タ
キ
成
形
土
器

に
取
り
付
い
て
お
り
、
ま
た
内
面
に

は
、
在
地
的
な
荒
い
へ
ラ
削
り
痕
を

残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
な
ど

は
、
誰
が
み
て
も
二
土
器
伝
統
の
融

＜一＞
b

、

、



各部略称

合
形
態
を
示
す
と
み
る
だ
ろ
う
。

後
Ⅱ
期
で
み
た
の
と
同
じ
よ
う
な

現
象
が
、
大
田
十
二
社
遺
跡
、
綾
部

穴
田
遺
跡
出
土
と
伝
え
ら
れ
る
後
Ⅳ

期
の
も
の
に
も
認
め
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
相
違
は
対
象
と

な
る
地
域
は
一
方
が
中
国
山
地
北
半
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図５土器実測図凡例
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雲妻書

受
塾

部
、
他
方
が
畿
内
か
ら
播
磨
、
但
馬

方
面
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

人
と
人
の
関
係
以
上
わ
ず
か
な

と
し
て
み
れ
ば
資
料
の
み
呈
示

し
単
純
化
し
て
説
明
し
て
き
た
が
、

重
要
な
の
は
全
般
と
し
て
津
山
盆
地

の
弥
生
時
代
後
期
の
土
器
は
、
外
来

雲"‘

ｒ
－Ｚ 11.17.大田十二社遺跡袋状貯蔵穴ＰＥ５５出土

１２．綾部穴田逆跡出土(下半大田十二社ＰＥ５５出土品）
13.14.大阪市若江北遺跡出土

15.16.姫路市長越遺跡出土

図'４

要
素
に
よ
る
変
容
が
激
し
く
、
そ
の
識
の
強
化
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、

存
立
の
規
定
要
因
を
形
成
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
墓
制
の
あ
り
方
は
、
血

中
期
弥
生
土
器
の
静
的
構
造
と
は
対
縁
組
織
を
基
軸
と
し
た
社
会
上
の
再

象
的
な
こ
と
で
あ
る
。

編
過
程
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
み

「
美
作
」
の
土
器
は
、
「
吉
備
」
え
る
。
・

の
残
景
と
常
識
的
に
は
よ
く
考
え
ら
特
殊
器
台
の
分
布
が
「
吉
備
」
の

れ
が
ち
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
「
吉
領
域
を
示
し
て
い
る
と
し
て
も
、
日

備
」
の
土
器
伝
統
の
影
響
も
多
系
的
常
土
器
に
み
る
か
ぎ
り
少
く
と
も
外

な
外
来
要
素
の
一
つ
に
す
ぎ
ず
、
日
／
縁
部
に
変
換
地
鎧
重
き
生
み
だ
す
よ
う

本
海
側
な
い
し
は
東
部
地
域
の
伝
統
な
分
節
構
造
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
て
、

が
そ
れ
に
も
ま
し
て
強
く
反
映
し
て
変
換
地
帯
に
お
け
る
新
た
な
動
向
は

い
る
と
み
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
社
会
変
換
を
せ
ま
る
契
機
と
も
な
り

そ
れ
は
単
に
日
常
土
器
と
い
う
文
え
る
も
の
で
あ
る
。

化
要
素
の
一
つ
に
あ
ら
わ
れ
た
現
象
地
域
性
を
越
え
た
前
方
後
円
墳
の

と
は
い
え
、
土
器
の
も
つ
土
着
的
な
出
現
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
新
た
な
社

特
性
か
ら
み
れ
ば
、
生
活
文
化
の
基

底
を
暗
示
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

従
っ
て
、
そ
の
土
器
の
あ
り
方
か

ら
相
当
突
込
ん
だ
議
論
も
可
能
な
よ

う
に
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
従
来
の
地
域
性
の
ワ

ク
を
は
み
だ
し
た
土
器
伝
統
の
多
系

的
な
流
入
融
合
現
象
を
引
き
お
こ
し

た
の
は
、
日
常
レ
ベ
ル
の
人
的
交
流

を
お
い
て
他
に
は
な
く
、
そ
の
背
景

を
な
し
た
の
は
、
階
層
化
に
伴
う
外

部
世
界
へ
の
拡
大
志
向
で
あ
ろ
う
。

原
始
社
会
に
あ
っ
て
は
、
異
社
会

と
の
交
易
は
親
縁
関
係
に
基
づ
く
人

的
関
係
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
。
一
般
的
背
景
と
し
て
階
層
化

の
動
き
に
伴
っ
た
活
動
で
あ
っ
た
と

す
れ
ば
、
そ
の
き
ず
な
は
、
系
譜
意

胴部
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一
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～ 会
秩
序
が
生
み
だ
さ
れ
て
く
る
上
で

変
換
地
帯
の
動
向
は
重
要
な
要
因
を

は
ら
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
は
ま
た

大
い
に
あ
り
え
た
こ
と
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
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